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             平成17年12月期中間（平成17年1月1日～平成17年6月30日）決算について 

 

     平成17年12月期中間（平成17年1月1日～平成17年6月30日）決算の損益状況につきまして、下記概略ご説明 

申し上げます。 

なお今期から当社グループのセグメント（事業の種類）別区分につきましては、当社グループのコア事業であります人材 

ビジネスを「アウトソーシングサービス事業」とし、モノづくりを中心としたビジネスを「その他事業」として区分することにし 

ました。 

                                             

                                    記 

     【連   結】          

１． 連結中間決算の主要数値 

    売 上 高     ９，９３４百万円  （前年同期比 ＋４２８百万円、  ＋４．５％） 
    営 業 利 益       ６２２  〃   （    〃    ▲８０  〃 、 ▲１１．５％） 

    経 常 利 益       ５７０  〃   （    〃   ▲１６４  〃 、 ▲２２．４％） 

    中間（当期）純利益       ３１３  〃   （    〃    ▲６２  〃 、 ▲１６．６％） 

２． セグメント別売上 

    アウトソーシングサービス事業    ９，３０１百万円  （前年同期比  ＋６３５百万円、 ＋７．３％） 
    そ の 他 事 業      ６３２  〃   （   〃     ▲２０７  〃、▲２４．７％） 

 

      今中間期の売上高は、前年同期比で＋４．５％と従来に比べその成長率はやや鈍りましたが、技術者を中心とした 

アウトソーシング市場は、製造業の新製品開発に対する強い意欲と技術者不足という背景下、依然堅調に成長してお 

り、当社グループにおける「アウトソーシングサービス事業」による売上は前年同期比で＋７．３％の成長となりました。 

一方モノづくりを中心とした「その他事業」売上は前年同期を約２５％下回る結果となりました。この要因は第Ⅰ四半期 

の業績の概要にてご説明申し上げましたが、前期に非常に好調でありました半導体製造装置会社からの受注減 

（▲364百万円）によるものです。なお半導体製造装置会社全てからが受注減ということではありません。 

        ご参考までに前期までのセグメント別による主要売上は次のとおりとなっております。 

            派遣事業     ６，７１８百万円  （前年同期比 ＋１，２３５百万円、＋２２．５％） 
            請負事業     ３，１６３  〃   （   〃     ▲８２７  〃 、▲２０．７％） 
         

       増収の結果売上総利益も対前年同期比で＋286百万円、＋13.6%の増益となりましたが、募集費や教育研修費並びに 
新規営業拠点開設費用等により販管費が増加（前年同期比 ＋367百万円、＋26.0%）し、営業利益は▲11.5%となり、 

営業外損益で持分法による投資損益の影響があり経常利益は▲22.4%で５７０百万円となりました。これによって中間 

（当期）純利益も減益となりました。 

なお連結対象会社別業績では、構造改革を推進中の情報処理を業務としておりますアルネス情報システムのみが減 

収（前年同期比▲26.1%）となりました。（但し同社の経常利益は前年同期比＋11.1%の増益です。） 

 

株式会社  アルプス技研 



  【個  別】（アルプス技研） 

１． 個別（アルプス技研）中間決算の主要数値 

売 上 高       ８，２８２百万円  （前年同期比   ▲３百万円、  ▲０．０％） 
営 業 利 益         ４６８  〃   （  〃     ▲１７５  〃 、 ▲２７．３％） 

経 常 利 益         ５０７  〃   （  〃     ▲１６９  〃 、 ▲２５．１％） 

中間（当期）純利益         ２９７  〃   （  〃      ＋１７  〃 、  ＋６．４％） 

 

２． セグメント別売上 

アウトソーシングサービス事業      ７，８１６百万円  （前年同期比  ＋２７１百万円、  ＋３．６％） 

そ の 他 事 業        ４６５  〃   （  〃     ▲２７５  〃、  ▲３７．１％） 
 

第Ⅰ四半期において他律的要因である前年同期との稼働工数差が心配されましたが、自律的要因を強めるべく好調な 

製造会社への人員シフト（業種では自動車及び部品、家電、光学機械メーカーなど）と積極的な単価改定の実践によっ 

て「アウトソーシングサービス事業」による売上高は前年同期を3.6%上回ることができました。 

一方「その他事業」の売上は連結と同様の要因（半導体製造装置会社からの受注減）によって前年同期より▲37.1%の減

収となり、結局今中間期の個別売上高は前年同期に僅か３百万円届きませんでした。 

 

前期までのセグメントによる売上は次のとおりとなっています。 

  派遣事業      ６，０８３百万円  （前年同期比 ＋９６６百万円、＋１８．９％） 

  請負事業      ２，１９２  〃   （  〃    ▲９７２  〃 、▲３０．７％） 
 

売上高は前年並みとなりましたが、単価改定などの結果売上総利益は前年同期比＋１１８百万円、＋６．４％と増益と 

なりました。しかしながら募集費等の増加による販管費の増（前年同期比 ＋293 百万円）に伴い営業利益は▲27.3％、

経常利益は▲25.1%の減益となりましたが、特別利益として教育研修への支援を目的とした寄付金（40百万円）がありま 

したので、中間（当期）純利益は＋6.4％の増益となっています。 

 

なお今中間期の派遣稼働率、稼働時間、単価は以下のとおりです。 

                      合              計                除 く 新 卒 

               1～3月（前年）   4～6月      1～6月        4～6月(前年)     1～6月 

  稼 働 率    ９７．２％(98.2)   ８９．６％(91.7)   ９３．２％(94.7)      ９７．４％(97.8)   ９７．３％(98.0) 

  稼働時間   １８１．２H(188.5)   １８０．１H(183.4)  １８０．６H(185.8)    １８２．１Ｈ(186.3)  １８１．６Ｈ(187.4) 

  単 価   ３，２２０円(3,200)  ３，３０８円(3,241)  ３，２６５円(3,221)   ３，３２６円(3,286)  ３，２７４円(3,243) 

    新卒を除いた派遣単価は、1～3月の3,220円に対し、4～6月は3,326円と＋106円、＋3.3%改定されました。 

 また05年4月に入社した新卒者は、6月末現在71.4％（在籍人数比、前年同月末77.4%）の稼働となっています。 

 

【通期の業績予想並びに配当予想について】 

  中間期におきましては、第Ⅰ四半期（1～3月）の稼働時間が特に利益面に大きな影響を与えましたが、4月以降は 

  好調な業種、会社への資源投入と付加価値を高めるべく戦略的ローテーションを含めた単価改定を実践してまいり 

ました。下期（7～12月）にかけましては政局や原油高等の景気に対する不安定要因がありますものの、引き続き好調 

な業種、会社への資源投入と高付加価値を求めた技術スキルアップの顧客からの評価を獲得してまいります。 

このような営業活動を前提に、平成17年12月期（平成17年1月1日～平成17年12月31日）の業績は以下のよう 

に連結、個別ともに増収、増益と予想しております。 
 

              連             結                個               別 

              百万円                          百万円 

売上高    ２１，０００（前年同期比＋1,504百万円、＋7.7%）   １７，８５０（前年同期比 ＋843百万円、 ＋5.0%） 

営業利益   １，６２０（  〃     ＋203  〃 、＋14.3%）   １，３６０（  〃      ＋74  〃 、 ＋5.7%） 
経常利益    １，６６０(  〃     ＋283  〃 、＋20.5%)    １，４２０（  〃     ＋93  〃 、 ＋7.0%） 

当期純利益     ８８５(  〃     ＋205  〃 、＋30.1%)      ７４５（  〃    ＋126  〃 、＋20.2%） 
 

また配当につきましては、中間配当は見送りとさせていただき、期末に１株につき20円の配当を予想しています。 

 

以上 


